
栗
原
市
社
協
だ
よ
り

社
会
福
祉
法
人

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

〒
９
８
７
―

２
２
５
２ 

栗
原
市
築
館
薬
師
三
丁
目
６
―

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
２
８
―

２
３
―

８
０
７
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２
８
―

２
２
―

６
０
１
２

第 76 号
平成30年１月１日

  編集と発行   社会福祉法人栗原市社会福祉協議会
　　　　　　  〒987-2252 栗原市築館薬師三丁目6 番 2 号　TEL 0228-23-8070  FAX 0228-22-6012

この広報誌は、みなさんの会費と共同募金配分金により発行しております

主
な
内
容

● 新年の挨拶

● 市民の福祉を考えるつどい

● 受賞おめでとうございます

● 介護者癒しのつどい

● ぼらぼら通信

● 市民のひろば

● 生活相談所開設日程

● 事業所紹介（訪問介護事業所）

● 温かい善意～ご寄附の紹介～

● 宮城いきいき学園生徒募集

福祉活動に関する標語・ポスター・書道表彰式
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平
成
30
年
１
月
１
日
発
行

●対　　象：県内居住の概ね６０歳以上の方
●場　　所：①仙南校　②大崎校　③石巻校　④気仙沼・本吉校　⑤登米・栗原校
●募集人員：各校４０人　　　 ●学 習 日：年間２２日（２学年制）
●内　　容：生きがいと健康づくりを目指し、地域社会に貢献できる人材として
　　　　　　 必要な内容を身につけます。
●募集期間：平成２９年１２月１日（金）～平成３０年２月２８日（水）必着
●入 学 金：５,０００円　 　　●受 講 料：年間２０,０００円
●申込書は、各市町村の高齢福祉担当課や生涯学習担当課及び市町村社会福祉
　　　　　　協議会等、また、本会ホームページからも入手できます。
●通学可能であれば、どちらの学園に申し込んでも結構です。

申し込み・お問い合わせ：宮城県社会福祉協議会　いきがい健康課（☎０２２-２２５-８４７７）

バーコードリーダーで読み取り。
モバイルサイトにアクセス！

モバイル版はこちら！！→
http://kurihara-sfk.jp/ホームページ

アドレス

社
協
本
所
・
支
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

本所・総務課 23－8070 (代表)

本所・地域福祉課 23－8087 (直通)

本所・事業運営課 21－2141 (直通)

築  館  支  所 23－8087　　　

若  柳  支  所 32－3083　　　

栗  駒  支  所 45－2150　　　

高 清 水 支 所 58－3637　　　

一  迫  支  所 52－4433　　　

瀬  峰  支  所 59－2322　　　

鶯  沢  支  所 55－2834　　　

金  成  支  所 42－1248　　　

志 波 姫 支 所 22－2713　　　

花  山  支  所 56－2028　　　

介
護
保
険
等
事
業
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

訪問介護事業所（ホームヘルプ）
21－2146

居宅介護事業所（ホームヘルプ）

栗原市高清水デイサービスセンター 58－3637

栗原市一迫デイサービスセンター 52－4433

栗原市瀬峰デイサービスセンター 59－2322

栗原市鶯沢デイサービスセンター 55－2874

栗原市金成デイサービスセンター 42－1154

栗原市花山デイサービスセンター 56－2028

居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 21－0225

生活介護事業所はげましホーム 22－8111

共同生活援助事業所ふきのとう 22－0745

平成３０年４月 入学生募集

野口建設株式会社
代表取締役社長　野口 典秀 様（築館）

1,070,000円

千　種　正　幸 様（築館） 9,164円

曽　根　一　郎 様（一迫） 30,000円

斎　藤　房　郎 様（栗駒） 100,000円

栗駒中学校ＰＴＡ 様（栗駒） 30,020円

若柳山野草＆さつき盆栽会 様（若柳） 3,760円

栗駒グラウンドゴルフ協会 様（栗駒） 2,300円

金 成 婦 人 会 様（金成） 10,000円

全東北宮城空手道北峰会 様（瀬峰） 20,000円

コーラスわかやなぎ 様（若柳） 20,000円

匿　　　　　名 様（金成） 4,813円

栗駒中学校２年
栗駒ドリームカンパニー 様（栗駒）

10,181円

匿　　　　　名 様（一迫） 5,000円

藤　島　陽　子 様（大阪府豊能郡） 本３冊 題名「生きる」

匿　　　　　名 様（瀬峰） タ オ ル 38 枚

石　川　司　之 様（瀬峰） Ｃ Ｄ ３ 枚

金成陶芸愛好会 様（金成） ボケ防止の梟（福来る）

匿　　　　　名 様（築館） タオル100枚・お椀15個

一関信用金庫
理事長　及川 弘人 様（一関市）

車 両 １ 台
(ホンダＮ-ＢОＸ）

匿　　　　　名 様（瀬峰） 新米30㎏・白菜３個・南瓜10個

「地域の社会福祉のために役立てて下さい」と心温まるご寄附、ご寄贈いただきました。

◆ 寄　附　金（１０月１１日から１２月１０日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

宮城いきいき学園

　創立７０周年記念事業の一環とし、車両の寄附をいた
だきました。地域福祉推進に役立たせていただきます。
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い

気
持
ち
で
、
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
福
祉
行
政
を
は
じ
め
、
市
政
全
般
に
わ

た
り
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
栗
原
市
は
、
昨
年
５
月
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
、
８
箇
月
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
市
政
運
営
の
理
念
で
あ
る
「
市
民

が
創
る
　
く
ら
し
た
い
栗
原
」
の
実
現
に
向
け
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
第
２
次
栗
原
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
を
基
礎
と
し
て
、

子
育
て
支
援
・
若
者
定
住
か
ら
高
齢
者
福
祉
な

ど
、
ど
の
世
代
の
方
々
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

の
中
で
、
明
る
く
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
も

少
子
高
齢
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、

生
活
困
窮
者
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
支
援
を

必
要
と
す
る
人
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
様

を
は
じ
め
関
係
団
体
と
協
力
し
、
支
え
合
う
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
福
祉
の
充
実

に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
様
の

益
々
の
御
発
展
と
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
平
成
30
年
が
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
願
い
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
栗
原
市
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
会

の
運
営
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を

賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
会
は
、
昨
年
４
月
、
栗
原
市
の

「
地
域
福
祉
計
画
」
と
連
動
す
る
形
で
、
第
３
期

「
栗
原
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
し
、
住

民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
参
加
の
も
と
に
「
住

民
参
加
型
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

　
特
に
本
年
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
た
「
地
域
づ
く
り
」
を
本
格
的
に
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
法
人
運
営
・
財
政

運
営
が
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

社
協
本
来
の
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
役
割
を

果
た
す
べ
く
、
地
域
の
支
え
合
い
、
地
域
づ
く

り
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
役
職
員

一
丸
と
な
り
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
よ
り
身
近
な
地
域
で
、
住
民
が
お
互
い
に
協

力
し
、
支
え
合
う
活
動
を
め
ざ
す
行
政
区
単
位

の
地
区
社
協
の
活
動
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
ね
ら
い
と
重
な
り
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
設
置
率
100
％
に
向
け
て
、

尚
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
っ
て
、
新
し
い
年
が
よ

り
佳
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会  

長

　小
　
林

　
吉

　
雄 

新
年
の
あ
い
さ
つ

栗 
原 

市 

長

　千
　
葉

　
健

　
司 

新
春
の
あ
い
さ
つ
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「
小
学
校
な
ど
地
域
に
あ
る
各

団
体
と
連
携
し
、
地
区
民
同
士
の

ふ
れ
あ
い
と
絆
が
深
ま
る
交
流
の

場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」

　
「
今
後
、
気
軽
に
楽
し
く
参
加

で
き
る
お
茶
っ
こ
会
を
通
じ
、
地

域
で
の
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、

元
町
二
地
区
に
必
要
な
福
祉
は
何

か
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。」

■

パ
ネ
ラ
ー

■

パ
ネ
ラ
ー

金
成
小
迫
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

二
階
堂
　勝
雄 

氏

若
柳
元
町
二
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

佐
藤
　宏
樹 

氏

　
「
栗
原
に
は
地
区
社
協
と
い
う
支

え
合
い
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
地
域
に
あ
る
も
の
を
見
つ
め
直

し
、
み
ん
な
の
手
で
支
え
合
い
活
動

を
推
進
し
て
欲
し
い
。」

　
「
自
治
会
や
女
性
部
な
ど
、

様
々
な
団
体
の
方
々
と
協
力
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
お
茶
っ
こ

会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。」

　
「
地
区
で
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ

と
や
困
り
ご
と
等
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

社
協
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
社
協
と

し
て
地
区
社
協
の
活
動
を
応
援
し
ま

す
。」

■
講

　師

■

パ
ネ
ラ
ー

■

パ
ネ
ラ
ー

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

所
　長

　大
和
田
　学 

氏

一
迫
荒
町
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

堀
江

　安
子 

氏

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

地
域
福
祉
課
長

佐
藤
　一
繁

　
平
成
29
年
11
月
7
日
（
火
）
、
こ
の
花
さ
く

や
姫
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、
社
会
福
祉
事
業
関
係

者
等
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
住
民
と
社
協
等
が

連
携
・
協
働
し
な
が
ら
「
誰
も
が
安
心
し
て
し

あ
わ
せ
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
長
年
に
わ
た
り
栗
原
市
の
社
会

福
祉
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
表

彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
み

や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
大
和

田
学
氏
を
講
師
に
「
地
域
の
支
え
合
い
を
み
ん

な
の
手
で
」
と
題
し
て
、
基
調
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
、市
内
で
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
地
区
社
協
よ
り
活
動
発
表

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
踏
ま
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

　
大
和
田
氏
よ
り
「
各
地
区
で
工
夫
し
た
行
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
支
え
合

い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
い
う
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
百
名
以
上
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
地
域
福
祉
を
進
め
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
暮
ら
し
や
す
い
栗
原
の
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社協会費充当事業
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彰
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〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
〉

大
場
　
一
行
・
菅
原
　
昭
一 

（
築
　
館
）

平
野
　
衛
幸
・
藤
田
　
彦
定 

（
築
　
館
）

岩
渕
さ
ち
え
・
菊
地
　

夫 

（
若
　
柳
）

髙
橋
　
寛
子 

（
若
　
柳
）

佐
藤
　
輝
美
・
髙
橋
　
一
幸 

（
栗
　
駒
）

髙
橋
　
義
昌
・
千
葉
カ
ツ
子 

（
栗
　
駒
）

佐
々
木
ふ
み
子 

（
高
清
水
）

大
橋
美
津
枝
・
久
瀬
か
づ
子 

（
一
　
迫
）

髙
橋
　
郁
夫
・
高
橋
　
文
子 

（
瀬
　
峰
）

小
野
　
儀
一
・
後
藤
と
も
子 

（
鶯
　
沢
）

曽
部
　
一
男 

（
金
　
成
）

佐
藤
　
朋
子
・
菅
原
　
久
子 

（
志
波
姫
）

名
古
　
典
子 

（
花
　
山
）

〈
役
職
員
・
評
議
員
功
労
者
〉

大
川
　
道
子 

（
志
波
姫
）

佐
藤
　
仁
志 

（
一
　
迫
）

〈
推
進
委
員
功
労
者
〉

佐
藤
か
つ
よ
・
山
本
　
丈
夫 

（
築
　
館
）

柳
澤
ま
さ
子
・
高
橋
サ
ダ
子 

（
築
　
館
）

佐
藤
　
妙
子
・
寺
館
　
範
子 

（
築
　
館
）

熊
谷
　
久
枝
・
戸
田
　
靖
子 

（
築
　
館
）

佐
藤
　
澄
代
・
菊
地
よ
し
子 

（
築
　
館
）

松
田
　
祝
子 

（
築
　
館
）

菅
原
　
勝
幸
・
伊
藤
　
洋
子 

（
若
　
柳
）

篠
原
つ
や
子
・
千
葉
　
勝
男 

（
若
　
柳
）

千
葉
多
喜
子
・
髙
橋
　
正
子 

（
若
　
柳
）

加
藤
芙
佐
子
・
後
藤
　
広
美 

（
栗
　
駒
）

菅
原
せ
い
子 

（
栗
　
駒
）

芳
賀
　
　
壽
・
土
田
知
賀
子 

（
高
清
水
）

村
上
　
初
美
・
佐
藤
　
節
子 

（
高
清
水
）

佐
藤
　
光
子
・
石
澤
　
榮
子 

（
高
清
水
）

千
葉
み
さ
子 

（
高
清
水
）

岩
渕
　
宗
徳 

（
一
　
迫
）

蜂
谷
　
好
子 

（
鶯
　
沢
）

二
階
堂
勝
雄
・
佐
々
木
正
子 

（
金
　
成
）

小
野
寺
な
み
子
・
小
野
寺
千
里 

（
金
　
成
）

小
野
寺
芳
江
・
菅
原
　
玲
子 

（
金
　
成
）

菅
原
美
津
子 
（
金
　
成
）

糸
畑
　
利
視
・
高
橋
ま
さ
き 
（
志
波
姫
）

水
谷
　
律
子
・
白
鳥
　

子 

（
志
波
姫
）

白
鳥
　
正
三 

（
志
波
姫
）

菅
原
　
義
一 

・ 

千
葉
　
妙
子 

（
花
　
山
）

千
葉
り
つ
子
・
大
場
　
み
ね 

（
花
　
山
）

千
葉
　
文
子
・
千
葉
レ
イ
子 

（
花
　
山
）

千
葉
　
初
枝
・
佐
々
木
み
や
子 

（
花
　
山
）

市
川
　
一
枝
・
千
葉
　
厚
子 

（
花
　
山
）

狩
野
美
佐
子
・
狩
野
　
昭
子 

（
花
　
山
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
〉

岩
尾
　
和
子
･
及
川
富
賀
子 

（
築
　
館
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
〉

栗
原
点
訳
サ
ー
ク
ル
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

 

（
栗
　
駒
）

〈
福
祉
関
係
団
体
役
員
功
労
者
〉

栗
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

佐
々
木
悦
子 

（
金
　
成
）

渡
邊
ハ
ツ
エ 

（
高
清
水
）

小
野
寺
タ
ケ
子 

（
築
　
館
）

―
―
―
―
― 

感
謝
状 

―
―
―
―
―

〈
役
員
功
労
者
〉

加
藤
　
勝
利 

（
若
　
柳
）

石
川
　
安
廣 

（
志
波
姫
）

千
葉
　
幸
雄 

（
高
清
水
）

氏
家
　
徳
男 

（
志
波
姫
）

春
成
　
節
子 

（
築
　
館
）

佐
々
木
純
一 

（
栗
　
駒
）

佐
藤
三
千
男 

（
一
　
迫
）

渡
辺
　
和
子 

（
金
　
成
）

伊
藤
　
廣
司 

（
花
　
山
）

〈
推
進
委
員
功
労
者
〉

柴
岡
　
勝
朗
・
今
井
　
政
孝 

（
高
清
水
）

佐
藤
　
勇
喜 

（
高
清
水
）

栃
原
　
孝
夫
・
宮
内
　
　
淳 

（
瀬
　
峰
）

髙
橋
　
富
夫
・
山
田
　
好
孝 

（
瀬
　
峰
）

菅
原
　
一
郎
・
佐
藤
　
忠
義 

（
金
　
成
）

小
野
寺
公
夫
・
髙
橋
　
祐
一 

（
金
　
成
）

菅
原
　
一
之 

（
花
　
山
）

〈
社
会
福
祉
事
業
篤
志
寄
付
者
〉

近
藤
　
浩
幸 

（
若
　
柳
）

近
江
　
裕
之 

（
栗
　
駒
）

芳
賀
　
　
功 

（
高
清
水
）

　

　 11
月

 21
日（
火
）、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
に
お
い
て「
第

 63
回
宮
城
県
社

会
福
祉
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
長
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
方
々
へ
表
彰
状
、
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

―
―
―
―
― 

表
彰
状 

―
―
―
―
―

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
〉

佐
藤
　
孝
・
南

　
初
子

 

田
　
親
彦 

（
築
　
館
）

吉
澤
　
裕
之
・
石
原
す
み
子 

（
栗
　
駒
）

桑
島
　
清
子 

（
高
清
水
）

千
葉
　
光
子 

（
瀬
　
峰
）

髙
橋
　
玲
子
・
伊
藤
　

人 

（
鶯
　
沢
）

鹿
野
喜
美
男
・
鈴
木
　
由
美 

（
志
波
姫
）

千
葉
と
く
江 

（
花
　
山
）

〈
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
職
員
功
労
者
〉

鎌
田
千
賀
子 

（
高
清
水
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
〉

鈴
木
い
さ
を
・
武
田
　
玲
子 

（
築
　
館
）

髙
橋
　
　
了 

（
築
　
館
）

佐
々
木
　
信 

（
金
　
成
）

（
敬
称
略
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

第
63
回
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
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〈
在
宅
介
護
功
労
者
〉　
　
　 

（
敬
称
略
）

齋
藤
　
孝
行
・
村
山
　
祐
美 

（
築
　
館
）

兵
藤
　
雄
悦
・
後
藤
　
静
江 

（
築
　
館
）

白
鳥
　
　
悟
・
小
野
寺
ち
よ
み 

（
築
　
館
）

大
庭
　
博
子
・
石
川
　
久
子 
（
築
　
館
）

鎌
田
ひ
と
し 

（
築
　
館
）

大
保
　
禎
子
・
川
村
と
く
子 

（
若
　
柳
）

佐
々
木
金
芳
・
竹
野
　
悦
子 

（
若
　
柳
）

森
谷
　
洋
子
・
千
葉
　
光
子 

（
若
　
柳
）

小
野
寺
あ
つ
子
・
菅
原
　
優
子 

（
栗
　
駒
）

菅
原
　
良
子
・
早
坂
眞
紀
子 

（
栗
　
駒
）

細
川
　
松
江
・
菅
原
　
敏
郎 

（
栗
　
駒
）

今
野
久
仁
子
・
熊
谷
レ
イ
子 

（
栗
　
駒
）

菅
原
千
代
子
・
菅
原
　
照
子 

（
栗
　
駒
）

佐
藤
　
典
子
・
江
上
さ
か
い 

（
栗
　
駒
）

玉
田

　
正
子
・
佐
藤

　
敏
江 

（
栗

　
駒
）

菅
原
比
早
子
・
高
橋

　
恵
子 

（
栗

　
駒
）

遠
藤

　
松
枝
・
佐
藤
多
利
子 

（
高
清
水
）

菅
原

　
安
雄
・
佐
藤
の
り
子 

（
高
清
水
）

山
崎

　
信
吾 

（
高
清
水
）

津
田

　
淑
子
・
鹿
野
テ
イ
子 

（
一

　
迫
）

狩
野

　
　
實
・
佐
藤

　
良
子 

（
一

　
迫
）

高
橋

　
輝
子
・
宮
内

　
道
江 

（
瀬

　
峰
）

片
倉
富
久
子 

（
瀬
　
峰
）

佐
々
木
忠
吉 

（
金
　
成
）

山
崎
　
文
子
・
千
葉
な
を
よ 

（
花
　
山
）

三
浦
ま
さ
子 

（
花
　
山
）

　１２月３日（日）みちのく金成温泉 金成延年閣を会場に、在宅で介護をしている家族の皆様をお

招きし、介護者同士の交流と心身のリフレッシュを図っていただくことを目的に、総勢１１３名の

参加の下、開催しました。

　はじめに、小林会長から長年にわたり在宅介護をしている介護者４７名に対し、表彰状と記念品

を贈呈しました。続いて栗原市長や栗原市議会議長よりご祝辞を頂戴しました。

　また、社協介護保険事業所等紹介ムービーを上映し、参加者の中には自分の家族が映し出された

方もおり、「普段どのように過ごしているか知ることができた」と喜んでおりました。

　温泉で疲れを癒した後は、延年閣の美味しい料理を堪能し、ボランティア「オディラーズ」さんの

手品や華麗な踊りに拍手喝采。恒例の大抽選会と盛りだくさんな内容で、参加された方から「介護

を離れ、久しぶりにゆっくりできた」「皆さんと、介護に関する悩みを話すことができ、励まされ

た。明日からまた頑張ろう」という声も聞かれ、有意義な時間を過ごしていただきました。

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
功
労
〉

若
柳
レ
ク
ダ
ン
ス
愛
好
会
す
ず
ら
ん
の
会

　
会
長
　
三
浦
　
た
み
子 

（
若
　
柳
）

大
袋
よ
つ
ば
会

　
会
長
　
小
野
寺
　
悦
子 

（
若
　
柳
）

下
在
さ
く
ら
会

　
会
長
　
佐
藤
　
と
も
子 

（
若
　
柳
）

新
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

　
会
長
　
工
藤
　
俊
夫 

（
若
　
柳
）

夏
扇
会
　

　
代
表
　
永
浦
ゆ
き
子 

（
瀬
　
峰
）

表彰式（在宅介護功労者） 見事な手品に拍手！ 当選おめでとうございます！

平成２９年度

を開催しました！
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　１１月１７日（金）、築館高齢者福祉センターを会
場に、つどいを開催しました。
　皆さん、この日を楽しみにしています。
　たくさんの笑顔と会話であふれ、充実した時間と
なりました。

◆利用者の声
　朗読テープは、情報収集の手段として助かってい
ます。ボランティアさんの声の調子で、体調が分か
ります。皆さん、お体を大切にしてください。

◆朗読ボランティアの皆さん
　利用者さんからあったかい言葉をいただき、元気
をもらいました。声がかすれたり、お聞き苦しい点が
あると思いますが、これからも活動を続けていきます。

＜対　象＞
　栗原市内にお住まいの視覚障害の
ある方

＜内　容＞
　毎月、朗読ボランティアが、栗原
市社協だより、広報くりはら、市議
会だよりを朗読し、ＣＤ・テープに
録音して、お届けしています。

＜利用料＞　 無料

ご希望の方は、お気軽にお問合わせく
ださい！
地域福祉課　☎23-8087

　本会では、朗読ボランティアさんの
ご協力をいただき、朗読テープ貸出事
業を行っています。

利用者さんよりハーモニカ演奏を披露いただき、素敵な
音色に、聴き入っていました♪

ボランティアさんによる群読「祭りだ！わっしょい！」

　
　 

私
の
活
力
！

　
年
を
重
ね
る
ご
と
に
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る

の
は
、
お
っ
く
う
に
な
り
ま
し
た
。
十
年
ひ
と

昔
と
言
い
ま
す
が
納
得
で
す
。

　
平
成
十
年
に
社
協
か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
を
薦
め
ら
れ
、

会
場
は
仙
台
や
迫
町
等
で
し
た
が
、
頑
張
っ
て

修
了
し
ま
し
た
。
一
緒
に
学
ん
だ
仲
間
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
設
立
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
に
な
り
昨
年
散
会
と

な
り
ま
し
た
。
心
の
病
気
は
個
人
差
が
あ
り
、

接
し
方
も
多
様
で
す
。
今
ま
で
体
験
し
た
事
は
、

私
の
糧
に
な
り
今
も
活
き
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
ま
だ
続
け
て
い
る
の
は
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
趣
味
の
教
室
の
「
健
康

体
操
」
で
す
。
こ
れ
も
社
協
の
皆
様
の
助
言
と

協
力
の
賜
物
で
す
。

　
健
康
体
操
に
参
加
し
て
い
る
皆
様
か
ら
パ
ワ

ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
が
私
の
活
力
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

「朗読テープ利用者とボランティアのつどい」

鶯沢地区

趣味の教室 健康体操講師

 伊藤　ケイ

朗読テープを利用してみませんか

共同募金配分金事業
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　高齢者の生活を支える中で、「食」を充実す
ることは大切なことです。嚥下機能などの心
身の状況に配慮し、食に関する研修や調理実
習を通して、より質の高いサービス提供に取
り組んでおります。

1.キャベツは、2～3㎝角に切る。鮭は、2～3
㎝幅に切り、骨があれば取りのぞく。

2.薄力粉は、ダマにならないよう、茶こし
などでふるっておく。

3.フライパンにサラダ油を中火で熱し、1
を炒める。キャベツがしんなりしたら2
を加え、炒め合わせる。全体になじん
だら牛乳を加えて混ぜながら煮立てる。

4.とろみがついたら、塩、こしょうで、味
をととのえる。

キャベツ…………大1枚(約100g)
甘塩鮭……………1切れ(約80ｇ)
薄力粉……………大さじ1
サラダ油…………小さじ1
牛乳………………3/4カップ
塩、こしょう……各少々

開　設　場　所 開　設　日 開設時間

築館支所(23-8087)
(築館高齢者福祉センター)

若柳支所(32-3083)
(若柳多目的研修センター)

１/９(火) ２/６(火) ９:30～11:30

１/23(火) ２/20(火) 13:30～15:30

栗駒支所(45-2150)
(栗駒老人憩いの家 シャクナゲ荘)

瀬峰支所(59-2322)
(瀬峰保健センター)

１/11(木) ２/８(木) ９:30～11:30

１/25(木) ２/22(木) 13:30～15:30

高清水支所(58-3637)
(高清水保健福祉センター ほっと館)

花山支所(56-2028)
(花山高齢者生活福祉センター 湖畔の里)

 ２/５(月)　 ９:30～11:30

 １/22(月) ２/19(月) 13:30～15:30

一迫支所(52-4433) 
(一迫高齢者生活福祉センター)

金成支所(42-1248)
(金成総合支所 やすらぎセンター)

１/12(金) ２/９(金) ９:30～11:30

１/26(金) ２/23(金) 13:30～15:30

鶯沢支所(55-2834)
(鶯沢老人福祉センター)

志波姫支所(22-2713) 
(志波姫老人憩いの家おもと荘)

１/10(水) ２/７(水) ９:30～11:30

１/24(水) ２/21(水) 13:30～15:30

●生活相談：各支所ごとに開設している定期的な相談窓口です。
相談員が対応いたします。

◆ 開 設 日：月２回（開設日は、下表のとおり）

◆ 開設時間：第２週  ９時30分～11時30分
第４週 13時30分～15時30分

◆ 開設場所：社協各支所

●電話相談：
電話での相談を受付いたします。

◆ 開 設 日：毎週 月曜日～金曜日

◆ 開設時間：８時30分～17時30分

◆ 開設場所：本所、社協各支所

地域の集会所など、身近な場所で巡回相談を行います。
地区社協を対象としますので、ご希望の地区社協は本所又は支所にお申し込みください。

◆ 内　容：社協事業の紹介やワンポイント講話などを行います。また、地区社協活動やボランティア活動など
に関する相談、生活に関する困りごとや悩みごとの相談など、個別の対応も行います。

◆ お問い合わせ先：地域福祉課 生活福祉係（23-8087　担当：佐藤、千葉）及び社協各支所

『総合相談事業』（巡回相談、生活相談、電話相談）のお知らせ

～ヘルパースマイルを届けます!! 
心と心のおつきあい～訪問介護事業所

●巡回相談 ： 開催地区社協募集

◆作り方

◆材料(1人分)

キャベツと鮭のミルクシチュー

会費充当事業

　ちょっと、肌寒い日にぴったりメニュー。
　キャベツの甘みが出ておいしく、とろみがあり、子ども
もお年寄りも食べやすいミルクシチューを紹介します。
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  編集と発行   社会福祉法人栗原市社会福祉協議会
　　　　　　  〒987-2252 栗原市築館薬師三丁目6 番 2 号　TEL 0228-23-8070  FAX 0228-22-6012

この広報誌は、みなさんの会費と共同募金配分金により発行しております

主
な
内
容

● 新年の挨拶

● 市民の福祉を考えるつどい

● 受賞おめでとうございます

● 介護者癒しのつどい

● ぼらぼら通信

● 市民のひろば

● 生活相談所開設日程

● 事業所紹介（訪問介護事業所）

● 温かい善意～ご寄附の紹介～

● 宮城いきいき学園生徒募集

福祉活動に関する標語・ポスター・書道表彰式
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●対　　象：県内居住の概ね６０歳以上の方
●場　　所：①仙南校　②大崎校　③石巻校　④気仙沼・本吉校　⑤登米・栗原校
●募集人員：各校４０人　　　 ●学 習 日：年間２２日（２学年制）
●内　　容：生きがいと健康づくりを目指し、地域社会に貢献できる人材として
　　　　　　 必要な内容を身につけます。
●募集期間：平成２９年１２月１日（金）～平成３０年２月２８日（水）必着
●入 学 金：５,０００円　 　　●受 講 料：年間２０,０００円
●申込書は、各市町村の高齢福祉担当課や生涯学習担当課及び市町村社会福祉
　　　　　　協議会等、また、本会ホームページからも入手できます。
●通学可能であれば、どちらの学園に申し込んでも結構です。

申し込み・お問い合わせ：宮城県社会福祉協議会　いきがい健康課（☎０２２-２２５-８４７７）

バーコードリーダーで読み取り。
モバイルサイトにアクセス！

モバイル版はこちら！！→
http://kurihara-sfk.jp/ホームページ

アドレス

社
協
本
所
・
支
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

本所・総務課 23－8070 (代表)

本所・地域福祉課 23－8087 (直通)

本所・事業運営課 21－2141 (直通)

築  館  支  所 23－8087　　　

若  柳  支  所 32－3083　　　

栗  駒  支  所 45－2150　　　

高 清 水 支 所 58－3637　　　

一  迫  支  所 52－4433　　　

瀬  峰  支  所 59－2322　　　

鶯  沢  支  所 55－2834　　　

金  成  支  所 42－1248　　　

志 波 姫 支 所 22－2713　　　

花  山  支  所 56－2028　　　

介
護
保
険
等
事
業
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

訪問介護事業所（ホームヘルプ）
21－2146

居宅介護事業所（ホームヘルプ）

栗原市高清水デイサービスセンター 58－3637

栗原市一迫デイサービスセンター 52－4433

栗原市瀬峰デイサービスセンター 59－2322

栗原市鶯沢デイサービスセンター 55－2874

栗原市金成デイサービスセンター 42－1154

栗原市花山デイサービスセンター 56－2028

居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 21－0225

生活介護事業所はげましホーム 22－8111

共同生活援助事業所ふきのとう 22－0745

平成３０年４月 入学生募集

野口建設株式会社
代表取締役社長　野口 典秀 様（築館）

1,070,000円

千　種　正　幸 様（築館） 9,164円

曽　根　一　郎 様（一迫） 30,000円

斎　藤　房　郎 様（栗駒） 100,000円

栗駒中学校ＰＴＡ 様（栗駒） 30,020円

若柳山野草＆さつき盆栽会 様（若柳） 3,760円

栗駒グラウンドゴルフ協会 様（栗駒） 2,300円

金 成 婦 人 会 様（金成） 10,000円

全東北宮城空手道北峰会 様（瀬峰） 20,000円

コーラスわかやなぎ 様（若柳） 20,000円

匿　　　　　名 様（金成） 4,813円

栗駒中学校２年
栗駒ドリームカンパニー 様（栗駒）

10,181円

匿　　　　　名 様（一迫） 5,000円

藤　島　陽　子 様（大阪府豊能郡） 本３冊 題名「生きる」

匿　　　　　名 様（瀬峰） タ オ ル 38 枚

石　川　司　之 様（瀬峰） Ｃ Ｄ ３ 枚

金成陶芸愛好会 様（金成） ボケ防止の梟（福来る）

匿　　　　　名 様（築館） タオル100枚・お椀15個

一関信用金庫
理事長　及川 弘人 様（一関市）

車 両 １ 台
(ホンダＮ-ＢОＸ）

匿　　　　　名 様（瀬峰） 新米30㎏・白菜３個・南瓜10個

「地域の社会福祉のために役立てて下さい」と心温まるご寄附、ご寄贈いただきました。

◆ 寄　附　金（１０月１１日から１２月１０日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

宮城いきいき学園

　創立７０周年記念事業の一環とし、車両の寄附をいた
だきました。地域福祉推進に役立たせていただきます。


